
 
ふるさとを愛し，自ら夢を持ち，心豊かでたくましく生きる児童生徒の育成  ～ 人をつなぐ 未来へつなぐ ～ 
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嵐潮祭 （６月１１日） 素晴らしい一日でした ！！ 

６月１１日（土）本校の運動会・体育祭である「嵐潮祭」

が行われました。S・M・L のブロックごとに行い，該当の

保護者にも参観していただくことができました。     

昨年度は９年生＋体育委員が担った係活動については，今

年度は８年生にも割り振りました。Lブロック全員が支え，

下の子たちの競技を温かく見守る姿がみられ，義務教育学校

の良さが発揮される一日となりました。 

 

 

 

 

生徒総会（５年生以上） 

６月１７日（金） １時間目に生徒総会が実施されました。 

本年度の生徒会年間テーマ（スローガン）は，以下のように

決定しました。同心奮闘 ～仲間と協力して何事にも全力で～ 

（２つの熟語を組み合わせた造語です） 

１年生から９年生までが一緒に協力することでよりよい学校

をつくり，今までより良い雰囲気にしようという意味が込められています。会は，オンラインで同

時に行う内容と学級生活委員か司会をして学級ごとに行う内容に分けて実施しました。議事につい

ては，２０日（月）お昼の放送で結果が報告されました。最後に学級提案のなかから３つが紹介さ

れ，学級の代表が発表しました。 

・５－１ 縦割り活動でグループごとに校内に花を植えたい。 

・８－３ 学校全体で地域の人との交流を増やす。 

・９－３ 文化祭をやりたい。 

学校教育 
目 標 

ひらき･つなぎ･つむぐ 

市川市立塩浜学園 

校 長 松井 聰 

令和４年７月１日発行 
塩浜学園 HP 

係は Lブロック生徒＋５・６年体育委員 成績発表の場面 紅組が逆転優勝！ 

それぞれの提案については，

該当の教職員が回答する形を

とりました。今後の広がりが楽

しみです。 

美術部の力作！ 



塩浜学園ナウ 学校の教育活動の様子などをお知らせします 

昨年度末に表彰された「防災まち

づくり大賞」で，塩浜学園の取り組み

が実践事例集に掲載されました。一般財団法人日

本防火・防災協会 HP にも掲載されています。ぜ

ひ，ご覧ください。（QR コード参照）校内（１階

相談室手前）に掲示しました。 

世界の食卓から 市川市の多文化共生推進事業 

６月６日（月）から２週間，市川市の展示作品をお借りして，１階

の共有スペースに展示しました。昨年度「塩浜の風」（第２２号）に

掲載した通訳の先生も登場しています。 

外部講師を招いて（体験的活動） 

６月３日（金） 市川市歴史博物館の学芸員

さんをお招きし，６年生が縄文体験教室を実施

しました。「火起こし体験」では，最初に講師の

方の見本で，煙がもくもく出た後にボッという

音ととも炎がつきました。この日のために購入

した「火起こし器」を使って，児童も体験し，

全ての班で火をつけることに成功しました。 

６月７日（火）こども環境教室を実施しました。昨年度と同様

に４・６年生で実施しました。ビデオを見ながらクイズ形式で学

んでいく形式で，「水の循環」について学びました。浄化槽の模型

を見たり，水の汚れの差を知る実験をしたり，楽しく学べました。 

６月１７日（金）に４年生，２８日（火）に２年生が，人権教

室を実施しました。講師は，人権擁護委員会の方々で，専用のDVD

を使ってわかりやすく説明してくれました。 

６月２2日（水）５年生「夢の教室」が行われました。元サッ

カー女子日本代表（なでしこ）の小林弥生さんが夢先生（ユメセ

ン）でした。３時間目に体育館で運動をして，４時間目に夢につ

いて話していただきました。「夢を叶えることができたのは，自

分一人では出来なかったこと。オリンピックで国歌を聴いたと

き，感謝の気持ちが芽生えた。仲間にありがとう，みんなみんな

ありがとうの気持ちだった。」と熱く語っていただきました。 



なかよしタイム（縦割り活動による遊び）・なかよし清掃 

６月７日（火）から，「なかよしタイム」が始まりました。 

活動は昼休みに行います。６月２０日には，７・８グループが実施しました。その後の清掃の時

間は，「なかよし清掃」でした。初回より時間を短くして，通常の時間内に実施しました。 

水泳学習スタート！ （１～６年生 全５回＝１０時間） 

６月１７日（金）から，「水泳学習」が始まりました。これまで通

り，クリーンスパに伺い，現地のインストラクターに教えていただ

きました。コロナ禍でできなかったために，３年生までの児童は，

バスでの移動も初めてのことでした。児童はとっても楽しかったよ

うです。泳力が向上できるよう支援していきたいと思います。 

 

 

 

塩浜団地内，速度制限の要望を行徳警察署にあげました 

平成１８年度に通学路に設置した街頭防犯カメラについて，機器の入れ替えにともなってカメラ

の設置場所を移設するかどうかの調査がきました。ちょうど，PTA総会・PTA運営委員会の場で

話題にさせていただいたところです。現在ある市営駐車場の入り口付近（行徳高校側）の防犯カメ

ラの移設希望は出さず，学校前の道路に追加設置の要望を上げます。要望書は，塩浜４団地連協と

一緒に提出しました。（多くの方々・複数の団体での要望のほうが通り易い傾向があります。） 

教職員の働き方改革について（学校職員の心身の健康） 

本校グランドデザイン（右 QR コード）の学校経営の重点（５つの柱の１つ）に

「学校職員の心身の健康」を挙げています。新聞やテレビでも話題の「教職員の

働き方改革」について，本校の場合も例外ではありません。超過勤務時間につい

ては，４月・５月の超過勤務時間で目安である８０時間を超えたのは，１１人（４

月）・３人（５月）でした。年度初めで準備・事務作業等が多くなる傾向があるものの，やはり，

超過勤務時間を縮減していく必要があります。そこで，できることから少しずつ始めます。継続・

復活させる行事・取り組みについても「教職員の働き方改革」の視点を考慮して検討します。 

・校内の組織をシンプルにして，偏りがないように工夫・配慮する。 

・行事の準備，取り組みなどの時間が増えすぎないようする。（授業時間の確保） 

・部活動の地域指導者活用の流れを奨励し，土日の負担を軽減していく。 

・漢検・英検は，本年度で最後にする。（別紙の漢検のお知らせにも記載してあります） 

・教職員が「計画年休」をとれるように試行していく。 

児童生徒の安全・安心の確保（最優先） 

市川市立塩浜学園 

グランドデザイン 



通知表（あゆみ）・学習評価について 

１学期は，７月２０日（水）までです。１学期末に通知表をお渡しするのは，後期課程生徒（７

～９年生）のみとなります。以下，通知表（あゆみ）・学習評価について説明します。 

市川市は，３学期制です。学習評価については，各学校に任されています。小学校は全校が評価

２期制（前期・後期）ですが，中学校は一部を除き，評価３期制です。義務教育学校の塩浜学園は，

前期課程を「あゆみ」とし，後期課程は「通知表」としています。 

通知表（あゆみ）は，その都度渡し切りとなり，回収はいたしません。今年度，担任印・校長印・

保護者印の欄をなくしました。（各学校で様式は異なりますが，この点は市内統一です。） 

昨年度７年生以上が新学習指導要領となったタイミングで，通知表・学習評価について見直しを

行いました。後期課程は評価３期制を採用しています。前期課程（１～６年）は，評価２期制です。 

なお，７年生以上の通知表について，今回お知らせするのは，「１学期」の部分のみです。（「前

期」の欄の記載はありません。）それぞれ記載する内容は，以下の通りとなります。 

 

通知表について 

（１）後期課程（７～９年生）の生徒には，進路選択等を考慮して，年間４回お知らせする。 

  ①１学期末 ５教科の評定，特別活動の記録，出欠席の記録，通知表の見方 

  ②前期末  ９教科の評定，行動の記録，特別活動の記録，塩浜ふるさと防災科の記録， 

通知表の見方 

  ③２学期末 ５教科の評定，特別活動の記録，出欠席の記録，通知表の見方 

  ④年度末  ９教科の評定，行動の記録，特別活動の記録，塩浜ふるさと防災科の記録 

        特別の教科道徳の記録，総合所見，出欠席の記録，修了証 

  ※ ①～③は途中経過で回収しません。順次追記します。完全版は年度末のものとなります。 

（２） 前期課程については，年間２回となります。（昨年度と同様です。回収しません。） 

  前期末   教科の観点別評価，行動の記録，特別活動の記録，通知表の見方，総合所見， 

出欠席の記録 

  年度末   教科の観点別評価，行動の記録，特別活動の記録，外国語活動の記録（３・４ 

年）塩浜ふるさと防災科の記録（３～６年）,特別の教科道徳の記録，総合所見， 

出欠席の記録，修了証 

 

学習評価について 

新学習指導要領では，各教科の評価の観点が５から次の３つに整理・統合されました。 

①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

 前期課程は，各教科の観点別評価をします。後期課程は，それにもとづいて「評定」も出します。 

 後期課程の「評定」を算出する際には，３つの観点の重みづけをせず，それぞれの「観点」の到

達度を総合的に勘案します。「評定」だけでなく，それぞれの「観点」の評価に着目してください。 


